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1．はじめに

　脳死とはすべての脳組織の回復不可能な脳機能

の喪失の状態であり1），脳機能は脳循環に依存し

ており脳死の判定において脳循環を評価すること

は重要である．過去においても種々の画像診断法

を用いた脳死での脳循環の評価と脳死の判定が試

みられている2’”5）．このなかで核医学的検査法は，

その手技の容易さと非侵襲性から報告も多くみら

れているが，それらの報告は99mTcO4一を用いた

ものである2・3）．今回われわれは脳死が疑われた症

例に脳血流スキャン剤として開発されたN－isO－

propyl－p－［1231］iodoamphetamine（1231－IMP）6・7）に

よる脳シンチグラフィを行ったところ脳循環の停

止したと考えられる所見が得られ，1231－IMPは
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Fig．1　CT　scan　showing　subarachnoidal　hemorrhage

　　　in　both　Sylvian　fissures　and　basal　cistern．
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脳死の判定に有用な情報をもたらすイメージング

製剤と考えられたので報告する．

IL　症　　例

56歳，女性，店員

主　訴：頭痛

家族歴：特記事項なし

　既往歴：2年前よりメニエル氏病を指摘されて

いた．

　現病歴：昭和60年12月8日，仕事中に突然激し

い頭痛を訴え救急車にて当院救急部へ搬入された．

　搬入時所見：vital　signには特に異常は見られ

ず，意識レベルもほぼ清明であったが嘔気，嘔吐

が見られた．搬入30分後に突然意識消失，舌根沈

下が見られたため緊急頭部CTを施行し，クモ膜

下出血と診断された（Fig．1）．その後，一時意識

レベルは上昇したが，翌12月9日，急激な血圧低

下が認められ，再出血が疑われた．その後，呼吸
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Fig．2　Sequential　images　of　the　brain　obtained　every　l　second　after　the　intravenous

　　　inj㏄tion　of　99mTcO4－．　No　intracranial　pe血sion　of　the　tracer　was　observed．
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Fig．3　Sequential　images　of　the　brain　obtained　every　30　s㏄ond　after　the　intravenous

　　　injection　of　i　231・IMP．　No　uptake　of　the　tracer　by　the　brain　was　observed．

停止状態となり，気管内挿管後人工呼吸器を装着

した．12月10日，深昏睡，自発呼吸の消失，瞳孔

散大，脳幹反射の消失がみられ脳死が疑われた．

　脳波所見（12月10日）：すべての誘導で平坦脳波

が見られた．

　救急部より脳循環の評価のため，核医学的検査

を依頼された．

m．核医学的検査の方法および所見

　使用機器は回転型ガンマカメラ（ZLC　75）で，

99mTcO4’による脳シンチグラフィには低エネル

ギー用の，また1231・IMPによる脳シンチグラフ

ィには中エネルギー用の平行コリメータを用いた．

使用したコンピュータはシンチパック2400である．

　1）99mTcO4一による脳シンチグラフィ（12月10

日）：99mTcOピ20　mCiをbolusにて肘静脈より注
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30min－static　images　of　the　brain　following　the

injeこtion　of　1231－IMP．　The　whole　brain　has　no

detectable　activity．

入後1秒間隔にて正面より撮像した．RIアンギ

オグラフィでは両側頸動脈は描出されているが頭

蓋内へのトレーサーの流入は指摘できなかった

（Fig．2）．15分後に撮像したstatic像でも頭蓋内

のRI　activityは正常と比して低下しており，矢

状静脈洞は僅かに認めるものの横静脈洞は認めら

れなかった．以上の所見より脳循環の停止した状

態と考えた．

　2）1231－IMP脳血流シンチグラフィ（12月11

日）：1231－IMP　3　mCiをbolusにて静注後30秒間

隔でRIアンギオグラフィを，さらに，静注30分

後にstatic像，40分後にSPECT像を撮像した．

SPECTのデータ収集は，5°step，72方向，1方向

あたりの収集時間は40秒とした．RIアンギオグ

ラフィ（Fig．3）ではトレーサーの頭蓋内への流入

は見られず，static像（Fig．4）では脳幹から大脳

までRI　activityは認められなかった．　SPECT像

（Fig．5）でも同様であった．

　なお本症例は12月12日に心停止をきたし死亡し

た．

IV．考　　案

　1231－IMPは1980年，　Winchellらにより開発さ

れ6・7），静注で脳血流の評価が可能であるとして

最近種々の脳疾患での試みがなされている8・9）．

本剤は静注後，大部分が脳組織に取り込まれ，そ

の分布は局所の脳血流を反映しているとされてお

り脳血流障害に用いられ有用であるとされてい

る8・9）．しかし，今回のごとく脳死を疑った症例

に用いた報告は見られないようである．脳死での

脳循環の評価にはRI2・3），　CT4），超音波5）などを用

いた報告があるが，この内RI検査法は，その容

易さと非侵襲性からも広く用いられている．しか

し，それらの報告は99mTcO4一を用いたものであ

り，脳死の状態ではbolusで注入後RIアンギオ

グラフィを行うとトレーサーが頭蓋内に流入しな

い所見が認められ，Schwartzらは臨床的に脳死

と考えられた症例において脳血管造影と99mTcO4－

RIアンギオグラフィとを対比して脳死判定にお

けるその有用性を報告している3）．本症例でも同

様の所見を呈した．しかしながら99mTcO4一を用

いる場合には注入時にbolus手技が必要で，その

主たる評価はRIアンギオグラフィの所見に依存し，

static像は付加的価値しか認められないようであ

る．因みに本症例でのstatic像では，矢状静脈洞

が出現し，これのみでは脳死の判定は困難であっ

た．一方1231－IMPは正常例では静注により第1

回循環で高率に脳組織に取り込まれしかも脳から

の洗い出しが遅いという特徴があるため6），static

像，SPECT像での脳血流の評価が可能である．

このことは脳死判定において問題となる脳幹機能

の評価もできるのではないかと考えられる．今回

のわれわれの症例においては脳幹から大脳までの

全脳において1231－IMPの取り込みは見られず，脳

循環の停止した状態と考えられる所見が得られ，

臨床的に脳死と考えられた所見と一致した．この

ことから今後1231－IMPは脳死の疑われる患者の

脳血流の評価に有用と考えられた．
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Fig．5　1231－IMP　SPECT　images　showing　no　activity　throughout　the　whole　brain．

V．おわりに

　脳死を疑った56歳のクモ膜下出血の症例に1231・

IMPを用いて脳循環の評価を試み，脳循環の停

止したと考えられる所見が得られ，今後1231・IMP

は脳死の評価に有用なイメージング製剤と考えた

ので報告した．

　1231－IMPを供給していただいた日本メジフィジック

ス社に感謝します．

　本稿の要旨は第21回日本核医学会九州地方会において

発表した．
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